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≪石巻地域≫ 

 

・津波、地震の防災無線放送などもっと明確に早くしらせてほしい 

・大街道、湊、渡波地区の道路を今回の津波の高さを参考にして高くして、避難路としても使用する。 

・国に土地の買い上げをしていただき、津波のこないところへ移転したいです。 

・一時的な計画ではなく１００年後まで安心して住み続けられる計画をお願いします。 

・防災整備を整え、高齢者でもすぐ避難できる場所を作ってほしい。 

・子供、高齢者も安心して暮らせる町を希望。 

・津波があっても大丈夫な様に安全で安心できる堤防などの防災体制と避難場所が欲しい。 

≪河北地域≫ ・希望としては今まで通りに漁業を続けたい。同じ地区での高台への集団移転がある場合はそちらを望む。 

・災害から子供たちを守れる安心な町にして欲しい。避難場所や避難訓練はもちろん地域の人にも防災意識を持たせるべき。

小学校に避難場所がないなんてありえない。 

・やっぱり多くの働く場所や整備された道路、主婦たちが少時間でも働ける場所、安心できる防災体制の「まち」に住みたい

です。 

≪雄勝地域≫ ・海岸の周りに高い防潮堤を。山を崩して土地を高く。住宅地は海から離れた山沿いに。今まで住んでいた土地を国か市で買

い取るか、代替地がほしいです。 

・被災前の場所には怖くて住む事が出来ません。安心して暮らせる「まちづくり」をお願いします。 

・旧町は旧町に住み続けられる様にぜひぜひお願いしたい。 

≪北上地域≫ ・北上町は石巻市内と違い交通の便が悪いので、今後また大きな災害が起きた時など（津波などで車が流された時など）交通

手段など考えて欲しいです。 

・今回津波で流された所には家をたてたくない。近くの高台を削って部落全体が集団移転出来るように、丈夫で安心して家を

建てられる宅地を作って欲しい。 

≪牡鹿地域≫ ・女川原発も福島原発のような事故が発生した場合を考えるとどうしても道路網が重要で石巻鮎川線、コバルトライン、女川

牡鹿線が通行止めではどうしようもならない。早急に着手するように要望する。 

・この災害を教訓に安全な街づくりをして欲しいです。 

・石巻までの道路の複線化、町内道路の整備、（拡張）今回の津波の教訓を忘れずに災害に負けない街づくりをしてほしい。 

 

 主な自由意見 


